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論　文　内　容　の　要 旨
〔目　的〕
斜視患者は、その眼位ずれのため左眼と右眼で非常に異なる外界の像を受け取っている。
それによる複視をさけるため、斜視限のみえが抑制されて正常眼だけで見るということがし
ばしばおこる。従って、多くの斜視患者は、両眼融像や両眼立体視の機能を欠いている。一
方、有効な両眼視能力をもつ正常者においても、左眼と右眼に非常に異なる像を提示すると
き、左眼の像と右眼の像が互いに抑制しあい、一方の像が見えたり見えなくなったりすると
いう視野闘争とよばれる現象がおこる。近年、この視野闘争抑制と斜視による抑制とが同じ
メカニズムによるものか否かに関する実験的研究がいくつかなされ賛否両方の結果が報告さ
れている。本研究は、斜視患者における両眼性抑制の広がりの範囲を心理物理学的手法によ
って求め、それを正常者のものと比較するという目的とともに、そのデータを既報の神経心
理学的データと比較することによって、視野闘争抑制と斜視抑制が同じメカニズムによるも
のか否かを考察することも目的として行われた。
〔方　法〕
フアンダス・ハブロスコープを用い、左右眼に別々の刺激を提示した。一眼には抑制刺激
として垂直線分を1秒間提示し、抑制刺激が提示されている間に、それよりも短い垂直線分を
検査刺激として200ミリ秒間他眼に提示した。両眼の福湊角はランダムドット・ステレオグラ
ムを背景に提示することによって維持された。被験者の課題は、抑制刺激提示下で瞬間提示
される検査刺激が見えたか見えなかったかをスイッチを押し分けて反応することであった。
一眼に提示される抑制刺激が他眼の検査刺激の検出にどのように影響するかを調べるため抑
制刺激を提示する位置を、他眼の検査刺激が提示される網膜部位と対応する位置（位置偏位
ゼロ）に非常に近いところから少しずつ離していき、位置偏位を大きくしていった。この抑
制刺激の位置偏位の大きさにより、両眼性抑制の大きさがいかに変化するかを、網膜中心部
と近周辺部とで調べた。実験は、斜視患者2名と眼科的に異常を認めない2名に対し行われた。
〔結　果〕
正常者と斜視患者の両方において、両眼性抑制効果が見出された。すなわち、検査刺激を
検出する感度は、他眼に提示される抑制刺激の存在によって著しく低下した。検出感度を縦
軸に、位置偏位の大きさを横軸にとってプロットするとき、両眼性抑制はU字型関数を示し、
ある範囲内の位置偏位に対して大きな抑制効果があることが見出された。この抑制の空間的
な広がりの範囲は、網膜の中心部と周辺部で異なり（偏心度効果）、正常者の場合、中心宿で
は視角2分から20分、周辺2度の網膜領域では5分から40分であった。これに対し、斜視患者の
抑制の広がりの範囲は、中心部においても近周辺部においても正常者で得られたものの約半
分の大きさであった。
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〔考　察〕
ネコを使った神経生理学的研究において、一眼からのみ入力を受けている単眼性ニューロ
ンであるとみなされていたものは、実は、一眼から興奮性入力を、他眼から抑制怪の入力を
受け取っている両眼性ニューロンであることがBishopらの研究グループにより示された（以
下このタイプのニューロンをEIニューロンと呼ぶ。）本研究は、両眼性抑制効果を心理学的手
法を用いて測定したものであるが、それによって得られた結果のパターンは、ネコの大脳皮
質Vl領域で見出されたEIニューロンの両眼性抑制関数と非常によく似ていた。また、大脳皮
質ニューロンの受容野の大きさは、網膜偏心度が増大するに従って大きくなることが知られ
ているが、本研究の心理物理学的データも同様の偏心度効果を示した。これらの結果は、心
理物理学的に測定された両眼性抑制効果が、EIニューロンの活動を反映していることを示唆
するものと考えられる。正常者と斜視患者で両眼性抑制の広がりの大きさに差異はあるもの
の、そのパターンがきわめてよく似ていたという本研究結果は、両眼融像や両眼立体視機能
を失っている斜視患者にも、両眼間の抑制という形での両眼性視機能は残っていることを示
すものである。また、その斜視患者にも残存している両眼性抑制機能と同じメカニズムが、
正常者において視野闘争をおこさせるものであろうと考察された。
〔結　論〕
Westheimerが網膜の神経節細胞の同心円型受容野の特性を反映する心理物理学的データ
（Westheimer関数）を示したが、本研究により示された結果は、大脳皮質のEIニューロンの受
容野特性を反映する心理物理学的データであると考えられている。このEI型のニューロンが、
正常者において視野闘争を生起させるものであろうと考えられるが、このEIニューロンの機
能は、通常の両眼視横能を失っている斜視患者にも顕著に存在していることが本研究により
示された。また、それによる両眼性抑制の広がりの範囲は正常者のものの約半分の大きさで
あった。
論文審査の結果の要旨
斜視患者において、複視を避けるために、一眼のみえが他眼のものによって抑制されると
いうことがしばしば起こる。また、正常な両眼視機能を持つ人の左右眼に非常に異なる像を
人為的に提示したとき、左眼の像と右眼の像が互いに抑制し合う視野闘争という現象が起こ
る。本研究は、斜視患者における両眼性抑制の広がりの範囲を心理物理学的手法によっても
とめ、それを正常者のものと比較するとともに、そのデータを既報の神経生理学的データと
比較することによって、視野闘争抑制と斜視における両眼性抑制とが同じメカニズムによる
ものか否かを検討したものである。
実験には正常者2名と斜視患者2名を用いている。一眼の中心寓、偏心度20ぉよび50の位置
に1月0×1．9，のスリット状の検査刺激を提示し、その刺激の検出感度が他眼に提示されている
抑制刺激によってどれだけ低下するかを測定している。抑制刺激は2．50×3．8，のスリット光で
あり、その提示位置は検査刺激に対する部位から2，～50，離れたところである。その結果、正
常者と斜視患者でその抑制野の形は似ているが、抑制野の大きさは正常者の方が斜視患者の
ものより2倍大きいことがみいだされた。ネコの大脳皮質視覚野Vl領域には一眼から興奮性
入力を、他眼から抑制性の入力を受け取っている両眼性ニューロン（EIニューロン）が存在
するが、本実験で得られた両眼性抑制関数は、EIニューロンのものとよく似ていた。さらに、
大脳皮質ニューロンの受容野で兄いだされるのと同様の網膜偏心度効果が、両眼性抑制野に
関しても兄いだされた。それ故、本研究において心理物理学的に測定された両眼性抑制効果
は、EIニューロンの活動を反映していると考えられる。
このEIニューロンの機能は両眼融像や両眼立体視といった通常の両眼視機能を失っている
斜視患者においても顕著に存在していることが本研究によって示された。これは、斜視にお
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ける両眼性抑制はこのEIニューロンの働きによることを示唆するものである。またこれまで
の研究から、このEIニューロンが視野闘争を生起させるものであろうと考えられるため、視
野闘争と斜視における両眼性抑制は同じメカニズムによるものであろうと考察している。
本研究は斜視における抑制野の大きさを明らかにするとともに、斜視における両眼性抑制
と視野闘争抑制が同じメカニズムによるという仮説に大きな支持を与えた。従って、斜視患
者に視野闘争におけるみえの交替の視能訓練をすることでEIニューロンという両眼性ニュー
ロンの活性化を斜視患者に試みる等の臨床的応用も今後考えられる。それ故、本研究は斜視
を理解する上で重要な基礎的事実を提供するのみならず臨床的にも有用な情報を提供するも
のであり、博士（医学）を授与するに借すると認められる。
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